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20 代 男性 

斬新な設定と

キャラクター

が最高！ 

作業着ギャルという設定がまず斬新で、それだけで読む価値がありました。ヒロインのしほち

ゃんが、普段のギャルっぽい姿と現場での真剣な姿のギャップがたまらないです。特に、長瀬

との何気ない会話から一気に恋愛モードに切り替わる展開は、読んでいてドキドキが止まりま

せんでした。短いページ数でここまで満足させてくれる作品はなかなかないと思います。 

30 代 女性 

もどかしい関

係性にキュン

キュン！ 

長瀬くんとしほちゃんの、友達以上恋人未満のもどかしい関係性がとてもリアルで、自分のこ

とのようにキュンキュンしながら読んでいました。「付き合っちゃおうよ」という、しほちゃんから

のストレートな一言が、物語を大きく動かすきっかけになるのが最高です。お互いに想い合っ

ているのに、なかなか一歩を踏み出せない二人の姿に、じれったさを感じながらも応援したく

なりました。 

20 代 女性 

冬の寒さと二

人の熱さの対

比が美しい 

タイトルにもあるように、冬の寒い工事現場が舞台なのですが、それとは対照的に二人の関

係はどんどん熱を帯びていく、その「温度差」の表現がとても美しいと感じました。フグタ家先

生の描くイラストは、キャラクターの表情がとても豊かで、特に照れたり、嬉しそうにしたりする

しほちゃんの顔が可愛くてたまりません。情景描写も丁寧で、作品の世界観に引き込まれまし

た。 

30 代 男性 

現場ならでは

のシチュエー

ションが新鮮 

恋愛漫画はよく読みますが、工事現場という特殊な環境を舞台にした作品は初めてで、とても

新鮮でした。誰もいない夜の現場という、非日常的な空間で二人の距離が縮まっていくシチュ

エーションは、他の作品では味わえないスリルと興奮があります。作業着というアイテムが、こ

れほどまでにキャラクターの魅力を引き立てるとは思いませんでした。 

40 代 男性 

フグタ家先生

のファンなら

必読！ 

フグタ家先生の作品はいくつか読んでいますが、この「冬と現場と作業ギャル」も先生らしい魅

力が詰まった一作です。キャラクターの感情の機微を丁寧に描きつつも、大胆な展開で読者

を飽きさせないストーリーテリングはさすがの一言。特に、男性キャラクターの少し不器用なが

らも誠実な人柄が、女性キャラクターの魅力をより一層引き立てているように感じます。ファン

ならずとも、ぜひ一度読んでみてほしい作品です。 

20 代 男性 
しほの大胆さ

にドキッ！ 

普段は受け身なヒロインが多い中、しほちゃんのように自分から積極的にアプローチするキャ

ラクターは見ていて気持ちがいいです。長瀬をからかうような言動を見せながらも、実は一途

に想っているというギャップにやられました。特に、二人きりになった時の大胆な行動には、思

わずドキッとさせられます。男性読者なら、しほちゃんのような女の子に翻弄されたいと思うは
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ずです。 

30 代 女性 

応援したくな

るピュアな二

人 

ギャルと真面目な青年という、一見すると正反対な二人ですが、お互いを想い合う気持ちはと

てもピュアで、読んでいて心が温かくなりました。周りから付き合っていると噂されながらも、本

当の関係はなかなか進展しない。そんな二人が、一つのきっかけで結ばれる展開は、王道な

がらもやはり感動します。末永く幸せになってほしいと、心から応援したくなるカップルです。 

20 代 女性 

ギャル好きに

はたまらない

一冊！ 

私はギャル系のキャラクターが大好きなので、この作品はまさにドンピシャでした。しほちゃん

のファッションやメイク、言葉遣いなど、細部まで「ギャル」の魅力が描かれていて、作者のこだ

わりを感じます。それでいて、根は真面目で一途という内面とのギャップが、キャラクターをよ

り一層魅力的にしています。ギャル好きなら絶対に読んで損はない一冊です。 

40 代 男性 

サクッと読め

るのに満足度

が高い 

26 ページという短い作品ですが、起承転結がしっかりしていて、読後感は非常に満足度が高

いです。仕事の休憩中や寝る前のちょっとした時間にサクッと読めるのが嬉しいですね。現場

の専門的な描写もリアルで、作者の取材力の高さを感じさせます。日常と非日常のバランス

が絶妙で、短い時間で物語の世界に没入することができました。 

30 代 男性 

何気ない日常

から始まる恋

に共感 

特別な事件が起こるわけではなく、同じ職場で働く二人の何気ない日常から恋が始まってい

く。そんなリアルな恋愛模様にとても共感しました。お互いのことを意識し始め、少しずつ距離

が縮まっていく過程が丁寧に描かれているからこそ、クライマックスのシーンがより一層感動

的なものになっています。続編があるなら、ぜひ読んでみたいと思える作品でした。 


